
為替週間展望＝ドル円は一方向の動きとはなりにくく、荒れた動きか

　　　　　　　　　　［６月３０日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    6 月 23 日～ 6 月 27 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  146.00   148.03(23)    143.75(26)    144.24   -1.85

ユーロ・ドル  1.1490   1.1744(26)    1.1454(23)    1.1716   +0.0193

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    40,150.79    +1747.56     日本10年債利回り   1.434   +0.036

ダウ平均株価    43,386.84    +1180.02     米10年債利回り     4.242   -0.133

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

３０日　日本５月鉱工業生産指数速報値

　　　　中国６月製造業ＰＭＩ、中国６月サービス業ＰＭＩ

　　　　英第１四半期ＧＤＰ確報値

　　　　スイス６月ＫＯＦ先行指数

　　　　独６月雇用統計、独６月消費者物価指数速報値

　　　　米６月シカゴ購買部協会景気指数

　　　　※欧州中央銀行（ＥＣＢ）フォーラム（７月２日まで）

１日　　日銀短観（６月調査）

　　　　中国６月財新製造業ＰＭＩ

　　　　スイス５月小売売上高

　　　　独６月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏６月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英６月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏６月消費者物価指数速報値

　　　　米６月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米６月ＩＳＭ製造業景況指数、米５月建設支出

　　　　米５月雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）求人件数

　　　　※パウエルＦＲＢ議長、ラガルドＥＣＢ総裁、ベイリー英中銀総裁、

　　　　　植田日銀総裁がＥＣＢフォーラムのパネル討論会

２日　　豪５月住宅建設許可件数、豪５月小売売上高

　　　　ユーロ圏５月雇用統計

　　　　米６月ＡＤＰ雇用統計

３日　　豪５月貿易収支

　　　　中国６月財新サービス業ＰＭＩ

　　　　スイス６月消費者物価指数

　　　　カナダ５月貿易収支

　　　　米６月雇用統計、米５月貿易収支

　　　　米新規失業保険申請件数

　　　　米６月ＩＳＭ非製造業景況指数、米５月製造業受注

４日　　日本５月勤労者世帯家計調査

　　　　独５月製造業受注指数

　　　　ユーロ圏５月生産者物価指数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】今後のドル円はイスラエルとイランを巡る中東情勢の動向や米経済

指標の結果などに左右されやすい展開となろう。ドル円は上下に振幅しながら上値を追

う展開を見せてきたものの、１４６円を大きく超えて上値を追うほどの強さはないとみ

られる。こうした中、ドル円は最近の高値圏を中心とするもみ合いとなりそうとした。
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【中東情勢への警戒感の後退でドル高一服】

　イスラエルとイランの対立が続く中、６月２１日に米国がイランの核施設を空爆し

た。週明けの２３日に「有事のドル買い」の動きからドル円は一時１４８円台に乗せ

た。米国によるイランの核施設への攻撃の報復として、イランはカタールの米軍基地に

向けてミサイルを発射した。ただ、事前に通告していたこともあり、カタールによって

ミサイルの大半は迎撃され、大きな被害は出なかった。

　　

　２４日の朝方にトランプ米大統領がイスラエルとイランの停戦合意に言及した。これ

を受けて、前日の有事のドル買いの巻き戻しの動きとなり、ドル円は１４４円台半ばま

で下落した。２５日は上昇に転じて１４５円台後半まで上値を伸ばした。タカ派で知ら

れる田村日銀審議委員が講演で、「日米関税交渉中に利上げする可能性はそれほど高い

わけではない」と利上げ姿勢をトーンダウンさせていたことなどが円売りにつながった

とみられる。

　　

　１４６円乗せに至らなかったことで、その後は１４５円台前半まで下落した。ドル売

り円買いの流れは２６日も続いて、１４４円を割り込み、１４３円台後半まで下落する

場面も見られた。トランプ米大統領がパウエルＦＲＢ議長に批判的で、次期ＦＲＢ議長

の指名を前倒しで進める可能性が報じられており、利下げが予想よりも早まるのではと

の見方が市場に広がった。なお、ドル売り一巡後にドル円は１４４円台まで戻りを見せ

た。

　　

【米雇用統計などの経済指標に注目】

　日米の経済指標やイベントとしては、３０日に日本５月鉱工業生産指数速報値、米６

月シカゴ購買部協会景気指数、１日に日銀短観（６月調査）、米６月製造業ＰＭＩ確報

値、米６月ＩＳＭ製造業景況指数、米５月雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）求人件数、米５

月建設支出、２日に米６月ＡＤＰ雇用統計、３日に米６月雇用統計、米５月貿易収支、

米新規失業保険申請件数、米６月ＩＳＭ非製造業景況指数、米５月製造業受注、４日に

日本５月勤労者世帯家計調査などがある。

　　

　６月３０日の週は、７月３日の米６月雇用統計をはじめとして、注目度の高い米経済

指標の発表が相次ぐ。トランプ政権による関税政策の影響が実体経済にどの程度の影響

を与えているのかが注目される。また、イスラエルとイランの停戦合意を受けて、中東

情勢の警戒感は後退している。こうした中、米経済指標の注目度は一段と高まりを見せ

るとみられる。

　　

　米国の雇用情勢がどう変化しているかも注目される。２６日の米新規失業保険申請件

数は２３．６万件となり、市場予想や前回値を下回った。これ自体はポジティブな内容

だが、同時に発表された米失業保険継続受給者数は１９７．４万件となり、２０２１年

１１月以来の高水準となった。米国の雇用情勢が徐々に悪化している状況がうかがえ

る。

　　

　１日の米６月ＩＳＭ製造業景況指数の事前予想は４８．８で前回の４８．５から改善

の見通し。２日の２日に米６月ＡＤＰ雇用統計の事前予想は１１．０万人増で、前回の

３．７万人増から増加する見通し。３日の米６月雇用統計では、非農業部門雇用者数の

事前予想は１２．０万人増で、前回の１３．９万人増から若干伸びが鈍化する見通し。

失業率の予想は４．３％で前回の４．２％から悪化する見通し。米６月ＩＳＭ非製造業

景況指数の事前予想は５０．８となり、前回の４９．９から改善して、好不況の境目で

ある５０を回復する見通し。

　　

　６月３０日から７月２日に欧州中央銀行（ＥＣＢ）フォーラムが開催される。１日に

は※パウエルＦＲＢ議長、ラガルドＥＣＢ総裁、ベイリー英中銀総裁、植田日銀総裁が

パネル討論会を行う。

　　

　中東情勢への警戒感は後退しつつある中、関税交渉についてはニュースヘッドライン

に振り回されそうだ。こうした状況で、米国での雇用情勢の悪化が緩やかにとどまるの

か、大きく悪化するのか、改善するのかなどによって、市場は一喜一憂するとみられ

る。ドル円は一方向の動きとはなりにくく、統計やニュースに左右されて荒れた動きが

見込まれる。ドル円の目先の予想レンジは、１４２．００～１４７．００円。



　　

【ユーロドルは堅調な推移を維持か】

　中東情勢の緊迫化によるドル買いの動きで、ユーロドルは１６日に１．１４台半ばま

で下落した。その後は中東情勢への警戒感の後退でドル売りの動きとなり、１．１７台

まで上値を伸ばした。その後は高値圏で堅調な推移を見せている。

　　

　ラガルド総裁や欧州中央銀行（ＥＣＢ）当局者の間では利下げサイクルの終了が近い

との見方を示しており、ユーロの下値を支える一因となっている。トランプ関税の影響

による投資資金の米国離れも指摘されており、欧州通貨は堅調な動きを見せている。こ

うした中、ユーロドルは引き続き堅調な流れを維持するとみられる。ユーロドルの目先

の予想レンジは、１．１４５０～１．１８００ドル。

　　

　２６日に英中銀（ＢＯＥ）のベイリー総裁は、このところのポンド高は「米国経済の

不透明感を反映している」との見解を示した。ポンドドルは荒れた動きの中、ドル買い

の動きから１．３３台後半まで下落する場面が見られた。その後、中東情勢への警戒感

の後退でドル売りの動きとなって、１．３７台まで上値を伸ばしている。押したところ

では買いに支えられて大きく上値を伸ばしており、堅調な推移が続くとみられる。ポン

ドドルの目先の予想レンジは、１．３５００～１．３９００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、３０日に中国６月製造業ＰＭＩ、中国６月

サービス業ＰＭＩ、英第１四半期ＧＤＰ確報値、スイス６月ＫＯＦ先行指数、独６月雇

用統計、独６月消費者物価指数速報値、１日に中国６月財新製造業ＰＭＩ、独６月製造

業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏６月製造業ＰＭＩ確報値、英６月製造業ＰＭＩ確報値、ユー

ロ圏６月消費者物価指数速報値、２日に豪５月住宅建設許可件数、豪５月小売売上高、

ユーロ圏５月雇用統計、３日に豪５月貿易収支、中国６月財新サービス業ＰＭＩ、スイ

ス６月消費者物価指数、４日に独５月製造業受注指数、ユーロ圏５月生産者物価指数な

どがある。
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